
は じ め に

平成28（2016）年に初版を発行してから５年が経過する現在、人工知
能（AI）、ビッグデータ等の先端技術が高度化し、かつてない急激な大
きな変化に直面する中でSociety5.0を迎えようとしています。そして、
第３版の発刊の準備を進めている最中には、新型コロナウイルス感染症
が世界中で拡大し、日本の学校では様々な行事や学校教育活動の制限が
余儀なくされました。児童生徒は、仲間との体験の時間と機会を持つこ
とを奪われ、以前のような学校生活や日常生活ができなくなっています。
いまもなお、その状況が続き、各学校では、子どもたちが心身ともに健
康で安全に学校生活を送ることができるよう、先生方が指導の充実を図
りながら、日々を過ごしている状況です。そういった中で、新学習指導
要領は小学校・中学校で全面実施、高等学校では令和４（2022）年度か
ら年次進行で実施と移行期でもあり、様々なことが重なって、教育現場
は大変な状況にあったと思われます。
また、知識基盤社会化やグローバル化が進み、他国・異文化との共存
や国際協力の必要性が求められ、子どもたちが自らの可能性を信じて未
来を切り拓くための資質・能力として「生きぬく力」を育むことがます
ます重要になってきました。そのため、21世紀を生きる子どもたちの
教育の充実を図るためには、「集団活動や体験活動を通して人間形成を
図ろうとする教育活動の充実」と同時に、「小中高の発達段階を踏まえ
た系統性のある特別活動の持続と発展」が重視されています。
そこで、本書はこの観点より、教職課程の学生が生徒指導を行う上で
の必要な知識の習得と共に教育実践現場でも役立てることができるよ
う、また、現職の教師が生徒指導を進める上で実践の場に役立てること
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ができるように、特別活動に関する基礎的・基本的な事柄を取り上げて
作成しました。
本書ではまず、望ましい集団生活において、社会へ参与する力や人間
関係を築く力を育てる特別活動の意義や特質、そして、歴史的位置付け
や歴史的変遷について解説しています。特筆すべき点は３点あります。
１つ目は、改訂にあたり、平成29（2017）年小学校・中学校、平成30
（2018）年高等学校の新しい学習指導要領の基本的な柱となる考え方や
「主体的・対話的で深い学び」「カリキュラム・マネジメント」を踏まえ
ていることです。２つ目は、実際の教育現場における学級活動、生徒会
活動、学校行事の実践例を踏まえ、これらの活動を進めるための指導計
画の在り方について説明していることです。この指導計画を生徒の実態
にあわせて作成するために、おさえておきたい発達段階などの人間形成
を支える諸理論もまとめています。３つ目は、新たな時代に向けて求め
られる ICTの活用や、グローバリゼーションの進む今日に必要とされ
る多文化共生教育といった新たな特別活動の展開についても述べている
ことです。これらを実現可能で教育効果の高い特別活動の構想のための
エッセンスとし、特別活動を含む教師という仕事を、実践的に、多角的
な視点から俯瞰できる力を身に付けてほしいと願っています。
そして、本書が教職を目指す学生だけでなく、独自に教師力を高めよ
うとする現役の先生方の自学に役立てていただけると本望です。末筆に
なりましたが、本書の作成にあたり、筆者らの願いを短期間の中で的確
なご助言で支えてくださった大学教育出版代表取締役 佐藤守氏、編集
中島美代子氏に御礼を申し上げます。

令和３年３月
東京情報大学教職課程　原田　恵理子
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1 人間形成と特別活動

教育の中心問題である変わって変わらないものとは何であるか。すな
わち、現象は時代とともに移り変わっていくが、いつも変わらない本質
とは何であるか。まさにそれは「人間形成」ということである。
教育のねらいは人間を本来の人間へと高めていくこと、つまりは、人
間の形成ということになる。
ドイツの教育哲学者ナトルプ（P. Natorp, 1854～1924）は「言葉の最
も完全な意味で人間を人間にまで高めること─いったいこれよりも高
い、あるいはこれよりも低い教育の目的がありうるのだろうか。人間を
人間へと高め、形成することこそが疑いもなく、教育の究極の目的で
あって、これ以外に教育の目的は存在しないのである」と言及したが、
このことは人間、そして人間の形成はいつも変わらない教育の中心課題
であるということである。
人間形成の概念を一般的にみると、時と場所をこえて不変の絶対的な
ものであるが、周知のとおり、人間の具体的な在り方は、いつでも社会
的に、そして歴史的に制約されて変化するといった相対的なものである。
したがって、人間形成を抽象的に述べたとしても何ら問題の前進は望め
ない。社会的状況、歴史的変化などによって今日の人間形成が目指す具

11

人間形成と特別活動の教育的意義
………

第1章



体的な人間の在り方として考えることが必要である。
このような人間形成の具現化にあたっては、人間像や人間形成の2つ
の極、2つの基本方向として、子どもと世の中のかかわりについての2
つの見方をより所としている。
その1つは、「子どもを世の中から見る立場」である。これは、世の

中で生きていくためには子どもはどうあらねばならないかを問題とする
立場であるといえる。したがって、ここでは現実の世の中によって子ど
もに課せられる社会的要求が最も重視され、一人前の人間として生きて
いくために必要とされる能力の伸長が教育の要点となる。このような意
味での有能性を眼目とする教育を「人間の客観化」としての教育と呼ん
でいる。
もう1つは、「世の中を子どもから見る立場」である。この観点から

すれば、まさに子どもそのものが、教育の中心にすえられることになり、
人間性が教育の眼目となる。したがって「人間の主体化」としての教育
として位置付けられる。
この「人間の客観化」としての教育と「人間の主体化」としての教育
は、これまで時と場所によってそのどちらかが強調されることで、その
時代の教育の傾向の特色を形づくってきた。本来は人間形成の2つの極、
2つの基本方向である「人間の客観化（有能性）」と、「人間の主体化
（人間性）」はバランスを保ち、調和と統一をもって方向付けられるもの
であればよいが、それどころか対立や矛盾が際立ち、今日においてもバ
ランスの問題がクローズアップされているのも事実である。
我が国においては人間形成の2つの極である「人間の客観化」と「人
間の主体化」、つまり、教育の両半分である「有能性」の教育と「人間
性」の教育との間のバランスの回復が確認されなければならない。
現在、我が国においても、世界を見渡しても、社会の変化は加速度を増
し、非常に複雑で予測が困難な時代となっている。子どもたちにとって
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